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10月 2日 憲法 9条京都の会集会でオンラ
インで講演する中野晃一さん !

9条京都のつどい2021
～講演&全体会～

１０
月
２
日
龍
谷
大
学
京
都
ホ
ー
ル
で

「
コ
ロ
ナ
対
策
に

全
力
集
中
、
安
保
法
制
廃
止
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
許
さ

ず
、
安
倍

・
菅
改
憲
に
終
止
符
を
１
９
条
京
都
の
つ
ど
い

２
０
２
■
～
講
演
＆
全
体
会
」
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
は
憲
法
９
条
京
都
の
会
で
す
。

憲
法
９
条
京
都
の
会
代
表
世
話
人
の
安
斎
育
郎
さ
ん
が

開
会
の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

講
演
は
、
上
智
大
学
教
授
で
市
民
連
合
呼
び
か
け
人
の

中
野
晃

一
さ
ん
。
演
題
は

「
コ
ロ
ナ
を
の
り
こ
え
、
憲
法

を
生
か
す
ま
と
も
な
政
治
を
つ
く
ろ
う
」
で
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
熱
弁
で
し
た
。
。

講
演
後
、
三
錦
と
亀
岡
地
域
の
９
条
の
会
か
ら
、
取
り

組
み
の
報
告
、
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
体
会
は
、
奥
野
恒
久
事
務
局
長
が
報
告

・
提
案
を
行

い
ま
し
た
。
最
後
に
、

「
憲
法
を
生
か
す
政
治

へ
の
転
換

を
求
め
て
１０

ｏ
２
ア
ピ
ー
ル
」
と
事
務
局
か
ら
の
行
動
提

起
を
承
認
し
ま
し
た
。
行
動
提
起
は
、
次
の
通
り
で
す
。

①
全

「
９
条
の
会
」
が
学
習
活
動
を

一
層
活
発
に
す
る
こ

と
で
、
日
本
国
憲
法
の
価
値
を
現
実
の
生
活
の
中
で
、
語
っ

て
い
け
る
よ
う
に
し
よ
う
ｌ
②
毎
月
９
日
の
宣
伝
行
動
、

戦
争
法
廃
止
１９
日
行
動
で
工
夫
し
た
宣
伝
活
動
に
取
り
組

も
う
ｌ
③

「
改
憲
発
議
に
反
対
す
る
全
国
緊
急
署
名
」
に

取
り
組
も
う
ｌ
④
近
隣
の

「
９
条
の
会
」

「
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
」
な
ど
多
く
の
人
た
ち
と
交
流
し
よ
う
ｌ
⑤
Ｈ

ｏ
３
憲

法
集
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
ｌ
⑥

「
京
都
け
ん
ぼ
う
ラ
ジ
オ
」

に
参
加
し
よ
う
！
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コ
ロ
ナ
を

の
り
こ
え
、

拳
法
を
生

か
す
ま
と
も

な
政
治
を

つ
く
ろ
う
！

中
野
晃

一

（上
智
大
学
教
授

・
市

民
連
合
呼
び
か
け
人
）

～

レ
ジ
メ
に
基
づ
い
て

６
人
に
１
人
。
２
０
１
２
年
、
２
０

■
４
年
、
２
０
１
７
年
自
民
の
圧
勝

も
、
実
際
に
は
２
０
０
９
年
の
惨
敗

よ
り
得
票
率
が
低
い
。
自
民
党
の

「勝
利
の
連
立
方
程
式
」
は
、
①
立

憲
野
党
の
分
断
十
②
低
投
票
率
。
つ

ま
り
、
①
野
党
共
闘
に
く
さ
び
を
打

ち
込
み
、
②
多
く
の
人
に
う
ん
ざ
り

し
て
も
ら
え
ば
い
い
。

▼
２
０
２
■
年
９
月
８
日
市
民
連
合

と
立
憲
野
党
の
政
策
合
意

参
議
院
選
挙
な
ど
で
の
こ
れ
ま
で

の
経
験
と
国
会
で
の
共
闘
の
実
績
を

踏
ま
え
る
。
立
憲
民
主
党
、
日
本
共

産
党
、
社
会
民
主
党
、
れ
い
わ
申
請

組
の
４
党
代
表
が
結
集

（国
民
民
主

党
へ
は
引
き
続
き
働
き
掛
け
を
続
け

る
）
。

６
項
目
の
野
党
共
通
政
策
は
、
①

憲
法
に
基
づ
く
政
治
の
回
復

②
科

学
的
知
見
に
基
づ
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
強
化
　
③
格
差
と
貧

困
を
是
正
す
る

④
地
球
環
境
を
守

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
と
地
域
分
散
型

シ
ス
テ
ム
ヘ
の
移
行

⑤
ジ
ェ
ン
ダ
ー

視
点
に
基
づ
い
た
自
由
で
公
正
な
社

会
の
実
現

⑥
権
力
の
私
物
化
を
許

さ
ず
、
公
平
で
透
明
な
行
政
を
実
現

す
る
。

基
本
政
策
の
合
意
に
よ
り
政
治
の

方
向
性
を
共
有
し
、
候
補
者
調
整
を

進
め
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
。

▼

「本
気
の
共
闘
」
へ

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
り
、　
一
人

ひ
と
り
の
自
由
や
権
利
を
尊
重
す
る

政
治
へ
の
大
転
換
を
と
も
に
。
ゴ
ー

ル
を
決
め
る
統

一
候
補
に
ボ
ー
ル
を

つ
な
ぐ
た
め
に
。
リ
ス
ベ
ス
ト
の
精

神
の
も
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な

ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
特
異
な
プ
レ
ー
を
す

る
。
野
党
共
闘
は
そ
れ
自
体
が
目
標

な
の
で
は
な
く
、
政
治
を
変
え
る
た

め
に
極
め
て
効
果
的
な
手
段
。

「
一

枚
岩
」

「
一
致
団
結
」
の
必
要
は
な

く

「ア
ベ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
」
や

「７
人

の
侍
」
の
イ
メ
ー
ジ
。
比
例
区
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
生醇
党

・
候
補
を
し
っ

か
り
勝
ち
上
が
ら
せ
る
こ
と
を
忘
れ

ず
に
―

▼
菅
退
陣
と
自
民
党
総
裁
選

２
０
■
６
年
８
月
か
ら
続
い
た

「安
倍

・
麻
生

・
菅

・
三
階
」
支
配

の
決
裂
。
総
裁
選
の
実
態
は
、
理
念

も
政
策
も
な
い
ヤ
ク
ザ
の
抗
争
そ
の

も
の
の
よ
う
な
権
力
闘
争
。
シ
ナ
リ

オ
ど
う
り
の
岸
田
勝
利
で
、
安
倍
な

き
安
倍
政
権
と
い
う
べ
き
愧
儡
政
権

が
続
く
。
安
倍

ｏ
日
本
会
議
系
の
影

響
力
は
な
く
な
ら
ず
、
対
米
追
随
路

線
も
変
わ
ら
な
い
。

▼
市
民
連
合
＝
市
民
と
立
憲
野
党
の

共
闘①
面
筆
公
口薫
τイと医
石ｍ者
報嗣落
一に
よ
っ

て
小
選
挙
区
制
で
の
立
憲
野
党
の
共

闘
を
実
現
す
る
。

②
政
権
を
変
え
る

「選
択
肢
」
を
提

示
し
、
政
治
を
諦
め
て
し
ま
っ
た
有

権
者
を
呼
び
込
む
。

こ
う
し
て
民
主
的
な
チ
ェ
ッ
ク
の

働
か
な
い

「２
０
１
２
年
体
制
」
を

終
わ
ら
せ
る
―
野
党
共
闘
の
効
果
は
、

２
０
１
６
年
と
２
０
１
９
年
の
参
議

院
選
挙
の
地
方
１
日
区
で
実
証
済
み
。

▼

「２
０
■
２
年
体
制
」
と
自
由
民

主
主
義
の
危
機

自
民
党
の

「絶
対
得
票
率
」
は
小

選
挙
区
で
４
人
に
１
人
。
比
例
区
で
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「革
命
的
犠
牲
者
香
川
信

雄
は
骨
に
な

つ
て
帰

っ
た

ぞ
」

（２
）佐
藤
　
和
夫

③
歴
史
学
者
岩
井
忠
熊
氏
の

「あ

る
治
安
維
持
法
違
反
事
件
の
波
紋
」

（
「燎
原
」
第
１
５
３
号

ｏ
２
０
０

４
年
７
月
１５
日
発
行
）
よ
り
、
香
川

信
雄
の
消
息
を
た
ど
る
。

警
察
資
料
に
よ
れ
ば
、
日
本
共
産

党
大
阪
地
方
委
員
会
技
術
部
に
所
属

し
京
大
学
生
グ
ル
ー
プ
の
指
導
部
を

担
っ
て
い
た
。
香
川
は
２
月
２
日
に

検
挙
第

一
号
だ
っ
た
。
信
雄
の
父
錬

弥
は
新
潟
県
各
地
の
警
察
署
長
な
ど

を
勤
め
、
退
官
後
は
郷
里
の
新
発
田

町
長
だ
っ
た
。
長
男
義
雄

（当
時
陸

軍
大
尉

・
後
に
大
佐
と
な
る
、
岩
井

忠
熊
の
義
兄
）
、
次
男
信
雄
、
三
男

敏
雄

（当
時
、
新
潟
高
校
生
）
、
四

男

（後
に
東
北
学
院
生
）
で
あ
っ
た
。

次
男
の
信
雄
の
逮
捕
は
２
月
半
ば
に

知
る
こ
と
と
な
り
、
３
月
中
旬
に
京

都
市
の
伏
見
警
察
署
で
信
雄
と
面
会

し
た
。
山
形
高
で
陸
上
部
の
選
手
だ
っ

た
信
雄
は
医
師
の
診
断
で
肺
カ
タ
ル
、

３８
度
の
熱
、
脈
拍
１
２
０
と
別
人
の

よ
う
に
病
み
衰
え
て
い
た
。
京
都
府

警
察
部
の
特
高
課
長
か
ら
信
雄
の
父

に
至
急
出
頭
を
求
め
ら
れ
た
。
死
病

と
恐
れ
ら
れ
た
結
核
で
衰
弱
す
る
信

雄
を
警
察
の
留
置
所
に
入
れ
て
お
く

と
結
核
が
蔓
延
し
か
ね
な
い
と
し
て
、

一
時
保
釈
す
ス
一の
不
詢
留
建
収
れ
と
な
っ

た
。
京
大
は
自
発
的
退
学
と
し
て
郷

里
に
帰
り
結
核
療
養
所
に
入
院
し
た

が
、
１０
月
９
日
に
は
２３
才
の
若
さ
で

命
を
終
え
た
。

１０
月
Ｈ
日
の
葬
儀
の
式
場
の
隅
に

は
信
雄
の
最
期
の
数
日
前
か
ら
診
療

所
に
か
け
つ
け
看
護
に
あ
た
っ
た
男

女
が
い
た
。　
一
人
は
山
形
高
校
か
ら

同
じ
く
京
都
大
学
に
進
ん
だ
反
帝
同

盟
員
の
加
藤
忍

（法
２
）
と
も
ヽ，
一

人
は
赤
色
救
援
会

（モ
ッ
プ
ル
）
の

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
武
田
季
子
形
塁
〈
っ

た
。

一こ
の
二
人
の
誠
意
と
親
切
に
は
、

思
想
的
立
場
の
異
な
る
家
族
も
感
謝

し
た
。
彼
ら
は

一
通
の
弔
辞
を
仏
前

に
捧
げ
て
席
に
戻
っ
た
が
、
そ
こ
に

は

『革
命
運
動
の
戦
土
香
川
信
雄
君

を
悼
む
』
と
い
う
趣
旨
が
か
か
れ
て

い
た
と
い
う
。
こ
の
武
田
昌
夫
の
姉

ス
エ
と
武
田
季
子
は
同

一
人
物
で
あ

ろ
う
し
、
京
都
共
産
党
事
件
の
１
５

４
人
の
う
ち
、
唯

一
女
性
の
学
校
は

同
女
専
の
被
検
挙
者
■
で
あ
り
起
訴

猶
予
１
と
は
、
新
潟
の
葬
儀
に
行
っ

た
モ
ッ
プ
ル
の
武
田
季
子
と
推
定
す

る
。
危
険
を
冒
し
て
葬
儀
に
つ
ら
な

り
学
校
主
事
や
川
端
署
の
目
を
恐
れ

ず
追
悼
会
を
挙
行
す
る
。
そ
れ
ほ
ど
、

香
川
信
雄
は
信
頼
さ
れ
て
い
た
同
志

だ
っ
た
。
岩
井
忠
熊
氏
が
注
目
し
た

の
は
、
三
男
も
四
男
も
治
安
維
持
法

の
検
挙
う
け
た
の
は
、
次
兄
信
雄
の

信
念
に
共
感
し
た
れ
ば
こ
そ
と
感
じ

た
か
ら
だ
ろ
う
。
１
９
３
１
年
満
州

事
変
の
前
夜
だ
っ
た
。

（了
）

《
ご
案
内
》

安
保
法
制
を
廃
上
し
、
憲
法

を
活
か
す
政
治
に
変
え
よ
う

／
軍
事
よ
リ

コ
ロ
ナ
対
策
、

い
の
ち

・
く
ら
し
を
守
れ
／

生
か
そ
う
憲
法

守
ろ
う
９
条

Ｈ

・
３
憲
法
集
会

◇
Ｈ
月
３
日

（水
）
午
後
１

時
３０
分
開
会

◇
円
山
野
外
音
楽
堂

◇
主
催

憲
法
９
条
京
都

の

会
他
◇
講
演

ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト

で
９
条
の
会
世
話
人
の
伊
藤

千
尋
さ
ん

テ
ー

マ
は

「
憲

法
を
活
か
す
日
本
を

つ
く
る

～
市
民
が
社
会
を
変
え
る
に

は
～
」

◇
情
勢
報
告

岩
佐
英
夫
弁

護
士
◇
う
た
ご
え
、
平
和
お
ど
り

◇
憲
法
ウ
オ
ー
ク

◇
参
加
費
無
料
、
雨
天
決
行
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衆
議
院
総
選
挙
を

「
同
盟
要
求
実
現
選

挙
」
と
位
置
づ
け
て

頑
張
り
ま
し
よ
う

２
０
２
１
年
１０
月
５
日

中
央
本
部
会
長
増
本

一
彦

全
国
の
会
員
の
み
な
さ
ん

い
よ
い
よ
、

「同
盟
要
求
実
現
選
挙
」

の
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
ま
す
。

「２
０
２
０
年
代
に
治
安
維
持
法
体

制
に
決
着
を
つ
け
る
」
た
め
の
第

一

歩
と
な
る
闘
い
で
す
。

私
た
ち
の
国
会
請
願
要
求
を
支
持

し
、
紹
介
議
員
と
な
る
衆
議
院
議
員

の
多
数
派
形
成
を
目
指
す
第

一
歩
と

な
る
闘
い
で
す
。

日
本
国
憲
法
の
平
和
的
民
主
的
諸

条
項
の
い
し
ず
え
を
築
い
た
治
安
維

持
法
犠
牲
者
等
の

「闘
い
と
抵
抗
の

歴
史
」
を
国
会
の
議
決
に
よ

っ
て
顕

彰
す
る
道
を
切
り
開
く
闘
い
で
す
ｃ

戦
後
７６
年
間
に
わ
た

っ
て
放
置
さ
れ

て
き
た

「戦
後
補
償
」
の
最
も
重
要

な
位
置
づ
け
と
な
る

「治
安
維
持
法

犠
牲
者
国
家
賠
償
特
別
法
」
制
定
と

い
う
同
盟
要
求
実
現
選
挙
で
す
。

会
員
お
よ
び
役
員
の
み
な
さ
ん

私
た
ち
は
、
こ
の
同
盟
要
求
の
実

現
を

「市
民
と
立
憲
野
党
の
共
同
」

の
力
で
実
現
す
る
こ
と
を
求
め
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
選
挙
告
示
日
の
１０

月
１９
日
ま
で
に
、
小
選
挙
区
の
立
憲

野
党
統

一
候
補
者
と
国
会
請
願
要
求

の
紹
介
議
員
を
承
諾
し
て
き
た
候
補

者
に
私
た
ち
同
盟
の

『要
望
書
』
を

「為
書
き
檄
文
」
と
と
も
に
届
け
き

ｎ
二
（・し
ょ
つヽ
。

ま
た
、
比
例
区
に
お
い
て
も
、

「市
民
と
立
憲
野
党
の
共
同
」
の
発

展
と
立
憲
野
党
に
よ
る
新
し
い
政
権

の
誕
生
の
た
め
に
真
摯
に
取
り
組
む

立
憲
野
党
の
候
補
者
に
も

認
覇
妻
ご

と

一為
書
き
檄
文
」
を
届
け
き
り
ま

・し
ょ
，つ
。

国
会
に
お
け
る
首
相
指
名
選
挙
や

「市
民
連
合
」
と
の
政
策
合
意
に
お

い
て
、
野
党
の
統

一
に
同
調
し
な
か
っ

た
国
民
民
主
党
の
候
補
者
で
も
国
会

請
願
の
紹
介
議
員
の
承
諾
を
し
て
き

た
候
補
者
に
は
、

『
要
望
書
』
と

「為
書
き
檄
文
」
を
届
け
ま
し
ょ
う
。

会
員
の
み
な
さ
ん

選
挙
は
１０
月
３１
日
投
開
両示
と
い
う

短
期
決
戦
で
す
。

政
党
支
持
・政
治
活
動
の
自
由
の
保

障
を
前
提
と
し
つ
つ
、
私
た
ち
同
盟

要
求
を
支
持
し
、

「市
民
と
立
憲
野

党
と
の
共
同
」
の
発
展
に
真
摯
に
取

り
組
み
、
市
民
連
合
レ
ｋ
回意
し
た
政

策
の
実
現
の
た
め
に
も
奮
闘
す
る
政

党
と
候
補
者
の
勝
利
の
た
め
に
全
力

を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。

立
憲
民
主
党
と
日
本
共
産

党
の
党
首
会
談
で
の
合
意

事
項
，
・
　

９
月
３０
日

立
憲
民
主
党
の
枝
野
幸
男
代
表
と

日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は

９
月
３０
日
会
談
を
行
い
ま
し
た
。

両
党
は
以
下
の
点
を
協
力
す
る
こ

と
で
合
意
し
ま
し
た
。

１
，
次
の
総
選
挙
に
お
い
て
自
公
政

権
を
倒
し
、
新
し
い
政
治
を
実
現
す

る
。

２
，
立
憲
民
主
党
と
日
本
共
産
党
は
、

「新
政
権
」
に
お
い
て
、
市
民
連
合

と
合
意
し
た
政
策
を
着
実
に
推
進
す

る
た
め
に
協
力
す
る
。
そ
の
際
、
日

本
共
産
党
は
、
合
意
し
た
政
策
を
実

現
す
る
範
囲
で
の
限
定
的
な
閣
外
か

ら
の
協
力
と
す
る
。

３
，
次
の
総
選
挙
に
お
い
て
、
両
党

で
候
補
者
を

一
本
化
し
た
選
挙
区
に

つ
い
て
は
、
双
方
の
立
場
や
事
情
の

違
い
を
互
い
に
理
解

・
尊
重
し
な
が

ら
、
小
選
挙
区
で
の
　
　
　
　
　
。

猾
鰈又


